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資料１５ 市債管理基金積立金の内容 

 

 

１ 基金の設置目的（市債管理基金条例第１条より） 

市債の償還及び市債の適正な管理に必要な財源を確保し、将来にわたる財政の健全な

運営に資するため、宝塚市債管理基金を設置する。 

 

２ 財政規律（市債管理基金に関する部分を抜粋） 

（１）基金の方針 

公債費の増加に対応するため、償還財源を計画的に積み立てる。 

（２）目標 

年度により変動があるため、積み立て額は毎年作成する財政見通しで明示する。 

 

３ 積立額を２億円とした理由 

 令和４年３月作成の財政見通しでは、今回の２億円の積み立てを計上していませんが、  
令和４年度３月補正予算案の収支がプラスとなる状況等を踏まえ、財政見通し数値表に

おいて、令和５年度の公債費が約６８億円であるのに対し、令和６年度が約７０億円と

約２億円増加する見込みであることから、当該額を積み立て額として計上しています。 


